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市の人口 総数51,658人（男24,739・女26,919）世帯数15,171 (2 月28日現在） 	（毎月2回 1日・15日発行） 

一．一広報 

③こしかわら 

「
 

毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い

o
 
 

き
っ
 

 と
お
役
に
立
ち
ま
す。

 

，

)
 

田
川
小
学
校
 

m
年
の

歴
史
に
幕
 

田
川
小
学
校
（
加
賀
恒
美
校

長
・
児
童
数
二
十
九
人
）
が
児

童
数
の
減
少
と
五
所
川
原
小
学

校
が
近
く
に
移
転
新
築
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
こ
の
三
月
で
閉

校
す
る
こ
と
に
な
り
二
月
二
十
 
 

六
日
、
同
小
体
育
館
で
閉
校
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

閉
校
式
に
は
、
全
校
児
童
一
一

十
九
人
の
ほ
か
父
母
、
卒
業
生
、
 

地
域
の
人
た
ち
な
ど
約
二
百
人

が
出
席
し
ま
し
た
。
 

式
で
は
森
田
市
長
が
「
同
小

は
、
百
七
年
間
に
わ
た
り
輝
や

か
し
い
校
風
、
伝
統
を
築
き
多

く
の
人
材
を
世
に
送
り
出
し
、
 

地
域
の
発
展
に
貢
献
し
て
き
ま

し
た
。
今
後
児
童
の
皆
さ
ん
は

二
校
に
分
か
れ
て
新
た
に
ス
タ
 

L
ト
い
た
し
ま
す
が
、
不
滅
の

田
川
小
学
校
魂
が
受
け
継
が
れ
、
 

二
十
一
世
紀
を
切
り
拓
く
人
材

を
輩
出
す
る
も
の
と
確
信
し
て

い
ま
す
」
と
式
辞
を
、
阿
部
祥

吾
市
教
育
委
員
長
が
告
辞
を
述

べ
た
後
、
歴
代
校
長
、
P
T
A
 

会
長
、
永
年
勤
続
職
貝
ら
に
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

続
い
て
加
賀
校
長
が
「
五
年

生
ま
で
の
児
童
達
は
来
年
度
か

ら
五
小
と
沖
飯
詰
小
に
別
か
れ

て
通
学
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

さ
び
し
さ
に
負
け
な
い
で
田
川

小
の
思
い
出
を
い
っ
ぱ
い
胸
に

つ
め
込
み
、
こ
れ
か
ら
も
一
生

懸
命
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
 

と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。
 

同
校
は
、
今
年
三
月
に
七
人

の
卒
業
生
を
送
り
出
し
た
後
、
 

在
校
生
十
六
人
が
五
小
に
、
六
 
 

人
が
沖
飯
詰
小
に
移
り
、
百
七

年
に
わ
た
る
歴
史
を
閉
じ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
 

ま
た
、
閉
校
式
に
先
き
立
ち

田
川
小
学
校
閉
校
記
念
事
業
実

行
委
員
会
（
山形
松
年
委
員
長
）
 

が
建
立
し
た
記
念
碑
の
除
幕
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

感
謝
状
を
受
け
ら
れ
た
方
々

は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

（
敬
称
略）
 

▽
歴
代
校
長
 
笠
井
亀
吉
、
横

島
英
夫
、
白
戸
良
徳
、
山
形
四

郎
、
佐
野
駒
三
郎
、
柳
原
繁
雄
、
 

加
賀
恒
美
 

▽
同
P
T
A
会
長
 
原
健
次
郎
、
 

新
谷
俊
雄
、
古
川
鉄
男
、
奈
良

環
、
藤
森
祐

一
、
奈
良
信
一
、
 

古
川
敏
幸
、
山
形
一
郎
、
小
笠

原
武
人
 

▽
学
校
医
・
薬
剤
師
 
森
富
夫
、
 

平
山
康
博
、
原
太
津
美
 

▽
永
年
勤
続
職
員
 
前
旬
栄
雄
、
 

赤
平
昭
雄
、
寺
田
昭
郎
、
工
藤

む
つ
、
長
尾
キ
ス
、
 一
戸
真
理

子
、
奈
良
清
富
、
三
上
丈
、
長

尾
正
、
沢
田
阿
江
子
 

式典に先き立ち行われた記念碑の除幕式 



市文化奨励賞・スポーツ賞表彰式 

市
で
は
去
る
二
月
二
＋
五
日
、
 

市
中
央
公
民
館
で
「
昭
和
六
十

三
年
度
市
文
化
奨
励
賞

・
ス
ポ
 

ー
ッ
賞
」
 
の
表彰
式
を
行
い
ま

し
た
。
 

市
文
化
奨
励
賞
は
文
化
活
動

に
、
ス
ポ
ー
ッ
賞
は
ス
ポ
ー
ツ

活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
、
 

そ
れ
ぞ
れ
優
れ
た
成
績
を
お
さ

め
ら
れ
た
個
人
や
団
体
に
対
し

て
市
が
贈
る
も
の
で
、
表
彰
式

に
は
関
係
者
約
二
百
人
が
出
席

し
ま
し
た
。
 

本
年
度
の
文
化
奨
励
賞
は
、
 

書
道
部
門
で
五
二
中
の
工
藤真

理
子
さ
ん
と
長
尾
千
穂
子
さ
ん

が
五
回
受
賞
し
た
ほ
か
、
個
人

十
五
人
、
三
団
体
と
な
っ
て
い
 

ま
す
。
 

一
方
、
ス
ポ
ー
ッ
賞
は
、
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
に
功
績
の
あ
っ

た
岩
見
啓
造
さ
ん
と
岩
谷
賢
司

さ
ん
、
神
幸
一
さ
ん
に
功
労
賞

が
、
昨
年
度
か
ら
設
け
ら
れ
た

指
導
者
賞
は
荒
谷
富
春
さ
ん
、
 

川
浪
佑
攻
さ
ん
、
成
田
治
哉
さ

ん
、
成
田
歳
彦
さ
ん
、
成
田
進

さ
ん
に
、
ま
た
、
全
日
本
卓
球

選
手
権
大
会
カ
ブ
の
女
子
シ
ン

グ
ル
準
優
勝
の
堀
内
美
里
さ
ん

な
ど
個
人
五
十
人
、
十
七
団
体

に
贈
ら
れ
、
五
回
受
賞
が
三
個

人
、
二
団
体
、
十
回
受
賞
が
一

個
人
に
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら
れ
ま
し

た
。
 

表
彰
式
で
は
、
 

 
個
人
一
人
ひ
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と
り
と
団
体
に
賞
状
と
記
念
品

を
贈
っ
た
後
、
阿
部
祥
吾
教
育

委
員
長
が
「
何
事
に
お
い
て
も

三
つ
の
頂
点
を
極
め
る
こ
と
は

大
変
な
こ
と
で
す
。
今
回
の
受

賞
を
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
さ
ら
に

研
さ
ん
を
積
み
、
な
お
一
層
の

ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
市
長
代
理
の
山
田

秀
雄
収
入
役
と
川
浪
重
次
郎
市

議
会
議
長
が
そ
れ
ぞ
れ
お
祝
い

の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。
 

最
後
に
受
賞
者
を
代
表
し
て

南
小
の
堀
内
美
里
さ
ん
が
 
「今

日
、
賞
を
い
た
だ
き
、
ま
た
フ

ァ
イ
ト
が
わ
い
て
き
ま
し
た
。
 

こ
れ
か
ら
も
力
い
っ
ぱ
い
が
ん

ば
り
ま
す
」
 
とお
礼
の
こ
と
ば

を
述
べ
式
を
終
わ
り
ま
し
た
。
 

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

（
敬
称略
）
 

文
化
奨

励
賞
 

☆
個
人
 

◇
書
道
 
佐
々
木
千
恵

（
松
野

木
小
4
）
、小
坂
紗
智
子
（
松

島
小
2
）
、工
藤
真
理
子
（
五

二
中
3
）
、佐
々
木
八
重
子
（
 

同
中
2
）
、長
尾
千
穂
子
（
同

中
3
）
、野
呂
勝
美

（
豊友
書

道
会
）
 

◇
作
文
 
下
川
原
千
晶

（
五」
一

中
1
)
 

◇
版
画
 
木
村
絵
里
子

（
南
小
 

4
)
 

◇
感
想
文
 
工
藤
江
梨
子

（
南

小
1
)
 

◇
図
画
 
館
山
淳
一
宙

川
小
 

1
)
  

◇
俳
句
 
古
川
美
紀
子

（
南
小
 

4
）
、姥
子
裕
介

（
同
小5
)
 

◇
ポ
ス
タ
ー
 
伊
藤
真知
子

（
 

五
一
一
中3
)
 

◇
標
語
 
横
嶋
麻
美

（
松野
木
 

小
4
)
 

◇
囲
碁
 
佐
々
木
宏
文

（
日本
 

棋
院
五
所
川
原
）
 

☆
団
体
 

◇
標
語
 
七
ッ
館
小
学
校
 

◇
囲
碁
 
笠
井
農
園
 

◇
吹
奏
楽
 
五
所
川
原
吹
奏
楽
 

団
 

◇
五
回
受
賞
 
工
藤真
理
子
、
 

長
尾
千
穂
子

（
以
上五
二
中
 

3
)
 

【
‘
。●
、
 

【

・
，し
 

■

‘
 
．ノ
 

、
．
‘
j
 

◇
功
労
賞
 
岩
見
啓造
（
卓球
）
 

岩
谷
賢
司
（
サイ
ク
リ
ン
グ
）
 

神
幸
一
 
（
野
球
）
 

◇
指
導
者
賞
 
荒
谷富
春

（
五

商
高
教
員
）
、川
浪
佑
攻

（
柔

道
協
会
）
、成
田
治
哉
（
弓
道
 

会
）
、成
田
歳
彦

（
五三
中
教

貝
）
、成
田
進
（
少林
寺
拳
法
）
 

☆
個
人
 

◇
陸
上
 
鈴
木
弓
子
（栄
小
5
)
 

七
戸
志
保
子
（
同
小
6
）
、森

紀
彦

（
五
一
中2
）
、小
野
明

美

（
五
四
中3
）
、二
P
美
乃
、
 

須
藤
広
美
（
以
上
木造
高
1
)
 

阿
部
珠
美

（
同高
3
）
、藤
田

直
樹

（
五
農
高3
）
、安
田
信

昭
、
佐
藤
寛
保

（
陸
上競
技

協
会
）
 

◇
卓
球
 
古
川
史
子
、
神
健
介
、
 

渡
辺
将
人

（
以
上南
小
6
）
、
 

堀
内
美
里
（
同
小
4
）
、杉
山

洋
子

（
五
三
中3
）
、櫛
引
理

恵

（
東奥
女
高
3
）
、堀
内
美

和

（
同高
2
）
、斎
藤
佳
史

（
 

青
商
高
2
）
、山
形
寿
行

（
卓

球
協
会
）
 

◇
相
撲
 
成
田
和
穂
、
太
田
誠
 

（
以
上五
農
高
2
）
、成
田
琢

弥

（
同高
3
）
、葛
西
1
」
ニ
彦
 

（
同
高教
貝
）
、葛
西
孝
彦
（
 

五
商
高
教
貝
）
、松
居
司

（
相

撲
協
会
）
 

◇
柔
道
 
一
戸
晃
樹
、
津
里
仁

子

（
柔
道
少年
団
）
、成
田
直

喜

（
五
商高
2
）
、川
浪
泰
子
 

（
五農
高
2
）
、成
田
光

（
八

工
専
5
)
 

◇
バ
レ

ー
ポ
ー
ル
 
前
田
梅子
 

（
青
中
央高
3
)
 

r
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五所川肺水田農業確立対策協識 

◇
ボ
ウ
リ
ン
グ
 
エ
藤
寿
大

（
 

五
商
高
1
)
 

◇
銃
剣
道
 
白
取
暁
、
土
岐
研

吾
、
対
馬
安
雄
（
以
上銃
剣

道
協
会
）
 

◇
弓
道
 
太
田
麻
理
子

（
五
高
 

2
)
 

◇
ス
キ
ー
 
葛
西
輝靖

（
五一
一

中
3
)
 

◇
少
林
寺
拳
法
 
三
浦
学
、
葛
 
 

西
孝
仁
、
坂
本
浩

（
以
上
少

林
寺
拳
法
協
会
）
、福
井
勇
、
 

石
戸
谷
津
賀
子
、
工
藤
由
香
 

（
以
上五
一
高
3
）
、一
戸
誠
、
 

村
田
有
加
、
寺
田
朋
美
、
宮

崎
資
子

（
以
上同
高
2
）
、相

場
圭
紀

（
同
高1
）
、中
川
真
 

（
五
工
高3
)
 

◇
ボ
ク
シ
ン
グ
 
川
口
真
史
（
 

拓
殖
大
3
)
 

◇
五
回
受
賞
 
佐
藤
寛
保

（
陸

上
）
、成
田
琢
弥

（
相撲
）
、川

ロ
真
史
（
ボク
シ
ン
グ
）
 

◇
1
0回
受
賞
 
葛
西
孝
彦

（
相

撲
）
 

☆
団
体
 

◇
陸
上
 
五
一
中
男
子
陸上
部

◇
卓
球
 
南
小
男
子
卓
球
部
、
 

同
女
子
卓
球
部
、
五
三
中
女

子
卓
球
部
 

◇
相
撲
 
相
撲
協
会
、
五
商
高

相
撲
部
 

◇
柔
道
 
柔
道
少
年
団
、
柔
道

会
 

◇
バ
レ

ー
ポ
ー
ル
 
バ
レ
ー
ボ
 

ー
ル
ク
ラ
ブ
、
津
軽
東
芝
音

響
脚
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
 

◇
ソ
フ
ト
ポ
ー
ル
 
五
商
高
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
部
 

◇
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
 
か
い
ど
う
 
 

児
童
館
B
チ

ー
ム
、
幾
島
町

チ
ー
ム
 

◇
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
 
市
選

抜
チ
ー
ム
 

◇
少
林
寺
拳
法
 
五
一
高
男子

少
林
寺
拳
法
部
、
同
女
子
少

林
寺
拳
法
部
、
五
工
高
少
林

寺
拳
法
部
 

◇
五
回
受
賞
 
五
一
中
男
子
陸

上
部
、
南
小
男
子
卓
球
部
 

市
で
は
二
月
二
十
「
百
、
水

田
農
業
確
立
対
策
協
議
会

（
会

長
・
‘森
田
市
長
）
を
開
き
ま
し
 
 

た
。
 

同
協
議
会
は
、
水
田
農
業
確
 

立
の
趣
旨
の
徹
底
、
転
作
目
標
 

面
積
及
び
産
米
 

の
事
前
売
渡
申

長
 
込
限
度
数
量
の

柿
 
配
分
方
法
の
協

細
 
識
や
転
伯
鰯
 

る
 
導
等
、
水
田
の
 

）
鷲
罷
 

つ
 
る
た
め
に
市
が

は
 
設
置
し
て
い
る

か
 
も
の
で
、
市
議
 

で
 
会
議
員
、
農
業

始

団
術
、県
鼻
 

協
 
機
関
、
学
識
経

験
者
な
ど
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
 
 

す
。
 

こ
の
た
び
の
協
議
会
は
、
去

る
＋
二
月
十
九
日
に
県
か
ら
水

田
農
業
確
立
対
策
及
び
米
需
給

均
衡
化
緊
急
対
策
の
転
作
目
標

面
積
等
の
配
分
を
受
け
た
こ
と

か
ら
、
本
市
で
の
配
分
方
法
を

協
議
す
る
た
め
に
開
か
れ
た
も

の
で
す
。
 

平
成
元
年
度
は
、
従
来
の
転

作
配
分
に
加
え
て
、
米
需
給
均

衡
化
緊
急
対
策
（
余り
米
調
整
）
 

空

ハ
十三
年
度
に
引
き
続
き
打

ち
だ
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
非

常
に
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。
 

会
議
に
先
き
立
ち
森
田
市
長

が
「
農
産
物
自
由
化
及
び
米
価

の
引
き
下
げ
等
に
よ
り
当
市
の
 
 

農
家
に
と
っ
て
は
極
め
て
厳
し

い
局
面
を
む
か
え
て
い
る
と
言

わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
市
と
し

て
は
、
地
場
産
業
振
興
の
た
め

農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー
の
建
設

を
進
め
て
お
り
、
三
月
末
に
は

長
橋
地
区
農
産
物
加
工
セ
ン
タ
 

ー
が
完
成
し
ま
す
。
今
後
は
、
 

野
菜
の
産
地
形
成
や
フ
ラ
イ
ト

野
菜
（
の
対
応
を
進
め
、
産
業

の
基
盤
で
あ
る
農
業
を
確
立
さ

せ
故
郷
の
繁
栄
を
は
か
ろ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
あ
い
さ

つ
を
述
べ
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
、
配
分
方
法
を
慎

重
に
協
議
し
決
定
し
ま
し
た
。
 

市
で
は
、
こ
の
決
定
を
受
け

て
各
農
家
へ
の
配
分
作
業に
入

り
、
二
月
二
十
八
日
付
で
各
農
 
 

家
に
通
知
し
ま
し
た
。
 

⑥
協
議
会
で
決
定
し
た
こ
と
 

一
、転
作
等
目
標
面
積
の
農
業

者
別
配
分
方
法
ー
水
田
農
業

確
立
対
策
分
一
千
二
百
九十

一
垣
と
米需
給
均
衡
化
緊
急

対
策
分
六
十
一
m
を
合
計
し

た
面
積
一
千
三
百
五
十
二
』
 

は
市
の
水
田
面
積
の
二
十
六
 

・

三
五
％
に
相
当
す
る
の
で
、
 

こ
の
率
で
一
律
に
配
分
し
ま

す
。
 

二
、
他
用
途
利
用
米
の
農
家
者

別
配
分
方
法
ー
水
田
農
業
確

立
対
策
分
一
万
六
千
八
百
俵

と
米
需
給
均
衡
化
緊
急
対
策

分
六
千
百
五
十
俵
を
合
計
し

た
数
量
二
万
二
千
九
百
五
十

俵
は
事
前
売
渡
申
込
限
度
数

量
の
六
・
五
三
％
に
相
当
す

る
の
で
、
こ
の
率
で
一
律
に

配
分
し
ま
す
。
 （
水田
面
積
 
 

の
四

・
一
五
％
)
 

二
、
事
前
売
渡
申
込
限
度
数
量

の
農
業
者
別
配
分
方
法

ー
う

る
ち
米
の
事
前
売
渡
申
込
限

度
数
量
三
十
五
万
一
千
二
百

三
十
三
俵
の
農
業
者
配
分
は
、
 

転
作
目
標
面
積
を
控
除
し
た

耕
作
面
積
に
反
収
六
百
二
十

嘱
を
乗
じ
て
得
た
数
値
を
基

礎
と
し
て
配
分
す
る
も
の
と

し
、
も
ち
米
百
八
十
三
俵
に

つ
い
て
は
、
六
＋
三
年
度
の

実
績
に
よ
り
配
分
し
ま
す
。
 

四
、
転
作
等
目
標
未
達
成
の
場

合
の
措
置
ー
転
作
等
目
標
面

積
が
未
達
成
で
あ
っ
た
場
合

に
は
、
そ
の
分
翌
年
度
に
転

作
等
面
積
を
加
算
し
、
限
度

数
量
に
つ
い
て
も
減
額
等
の

措
置
を
行
い
ま
す
。
 

需
沓

田
“
礁皿
胆制
壁
悉協
」
議『）需
開
轍
胤
 



麟
芽
体
に
気
を
念
m
で
虞
辰
ぽ
っ
て
ノ
 

稼

ぎ

者
を

激
励

、
訪
問
 

馨
馨
馨
一
 

繊
響
1
 
1
 !J

 
！三
ロ
 

正
 

去
る
三
月
一
日
号
に
掲
載
の
小
笠
原
俊
亮
さ
ん
の
短
歌
に
、
 一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
 

訂
正
い
た
し
ま
す
。

か
んう
こ
う
 

国
会
か
ら
「
五
大
皆
有
響
」
「馨
存
」
の
理
想
の
鐘
が
鳴
り
渡
る
時
 

（第683号）④ 広報ごしょがわら 平成元年（1989年）3 月15日 

社
会
福
祉
に
と
期
万
円
 

「青
山
荘
」
の
島
村
さ
ん
 

「
ケ
ガ
や
病
気
に
注
意
し
て
、
 

春
ま
で
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
 

と
山
田
収
入
役
、
今
利
則
民
生

部
長
を
は
じ
め
、
出
稼
ぎ
担
当

者
の
一
行
は
去
る
二
月
十
四
日
 

か
ら
七
日
間
に
わ
た
っ
て
関
東
、
 

東
海
方
面
の
十
四
事
業
所
を
訪
 

問
、
本
市
か
ら
の
出
稼
ぎ
者
を
 

激
励
す
る
と
と
も
に
、
企
業
に

対
し
て
漆
川
工
業
団
地
の
概
要

な
ど
を
説
明
し
、
市
（
の
工
場

進
出
を
働
き
か
け
ま
し
た
。
 

今
回
訪
問
し
た
の
は
、
静
岡

県
の
矢
崎
計
器
、
矢
崎
部
品
、
 

神
奈
川
県
の
讐
ー
コ
ー
、
日
本

電
気
、
東
京
都
の
山
崎
製
パ
ン
、
 
 水

上
建
設
、
千
葉
県
の
市
川
毛

織
等
十
四
の
事
業
所
。
 

市
内
か
ら
は
、
い
ず
れ
の
事

業
所
と
も
気
心
の
知
れ
た
仲
間

数
人
が
グ
ル
ー
プ
で
就
労
し
て

い
ま
す
。
 

二
月
十
七
日
に
は
、
 一
行
が

静
岡
県
天
竜
市
の
矢
崎
計
器
を

訪
問
し
、
木
村
幸
治
さ
ん
（
藻

川
）
ほ
か
三
十
二
人
に
 
「出
稼

文
集
」
を
差
し
上
げ
、
市
の
近

況
を
交
え
な
が
ら
懇
談
し
ま
し

た
。
 

木
村
さ
ん
ら
は
「
五
所
川
原

の
雪
は
ど
う
で
す
か
」
と
ふ
る

さ
と
の
状
況
を
た
ず
ね
る
と
、
 

今
部
長
は
「
今
年
は
、
暖
冬
の

影
響
で
例
年
に
な
く
雪
が
少
な

く
、
本
当
に
助
か
っ
て
い
ま
す
。
 

皆
さ
ん
も
身
体
に
気
を
つ
け
て

あ
と
約

ー
ケ
月
の
間
が
ん
ば
っ

て
く
だ
さ
い
」
 
と
激励
し
ま
し

た
。
 

特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
 
主
目

山
荘
」
の
島
村
吉
三
久
さ
ん
は

ニ
月
二
十
日
、
市
役
所
を
訪
れ
、
 

社
会
福
祉
基
金
に
と
百
万
円
を

寄
付
、
平
山
誠
敏
市
社
会
福
祉
 

学
校

の
保
健
 

協
議
会
長
立
ち
会
い
の
も
と
森

田
市
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
先
に
亡
く
な
ら
れ

た
島
村
さ
ん
の
ご
尊
父
で
、
同

ホ
ー
ム
の
理
事
長
で
も
あ
っ
た
 
 

利
右
衛
門
さ
ん

（7
1）
の
香
典

返
し
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で

す
。
 

こ
の
寄
付
に
対
し
森
田
市
長

は
「
多
額
の
ご
寄
付
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
有
効
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
福
祉

基
金
造
成
事
業
も
今
年
度
が
五

か
年
計
画
の
最
終
年
度
に
あ
た

り
、
今
回
の
寄
付
で
当
初
目
標

額
の
倍
額
四
千
万
円
を
超
え
る

基
金
造
成
が
達
成
出
来
た
こ
と

は
、
島
村
さ
ん
を
は
じ
め
市
民

各
位
の
福
祉
に
対
す
る
ご
理
解

と
暖
か
い
思
い
や
り
の
た
ま
も

の
と
あ
ら
た
め
て
お
礼
申
し
あ

げ
ま
す
 
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

静岡県・矢崎計器でて乃懇談のひととき 

森田市長（右から2人目）に目録を手渡す島村 
さん（左）。右は平山誠敏市社会福祉協議会長 

用
に

と
オ
ー
ジ

オ
メ
ー
タ

2
台
寄
贈
 

ー
学
校
薬
剤
師
会

ー
 

割
 
市
の

学
校
環
境
衛
生
の
維
持
、
 
し
た
。
 

割
改

善
に
貢
献
し
て
い
る
五
所
川
 
オ

ー
ジ
オ
メ
ー
タ
は
、
難
聴

酬

原
市
学
校
薬
剤
師
会

（
葛
西
昭
 
者
を

調
べ
る
の
に
必
要
な
も
の

檎

雄
代
表
）
で
は
二
月
二
十
七
日
、
 
で
、
森
田
市
長
は
「
ご
好
意
に

議

葛
西
代
表
が
市
役
所
を
訪
れ
、
 

感
謝
し
ま
す
o

十
分
活
用
さ
せ

跳

学
校
の
保
健
用
と
し
て
役
立
て
 

て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
お
礼
を
 

」

て
く
だ
さ
い
と
、
オ
ー
ジ
オ
メ
 
述

べ
ま
し
た
o

同
会
で
は
、
六

佑

ー
タ

（
聴力
検
査
器
）
二
台

（
 
十

一
年
度
に
照
度
計
二
十
三
組

根

二
十
六
万
円
相
当
）
を
寄
贈
、
 

を
寄
贈
し
て
お
り
、
関
係
者
か

細

森
田
市
長
に
目
録
を
手
渡
し
ま
 
ら
大

変
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
o
 



囲
五
松
苑
（
北
村栄
治
代
表
 

社
会
福
祉
協
議
会
の
福
祉
基
金
 

取
締
役
）
で
は
二
月
二
十
日
、
 

に
五
万
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。
 

β

長
 
一
」れ
は
 
同

郎
麟

社
が
二
智
「
 

搬
瞬

日
に
開
催
し
た
 

「
」鶏
管
 

相
肺
ナ

ー
ン
ョ

ー
」
 

呪
戯

の
益
金
を
寄
付

り
山
 
く

『
二
 
一1
1
 

社
平
し

た
も
の
で
、
 

長

司
同
社

か
ら
の
寄

晦
固

付
は
二
回
目
と

森
長

な
リ
ま
す
o
 

―五所川原警察署― 

昨年、五所川原警察署管内では、 338件

の交通事故が発生し、 9人が亡＜なつていま

す。このような悲惨な交通事故をな＜すため

運転者はもちろん、歩行者、自転車利用者も

みんなでルールを守りましよう。 

夢繋は天国二の近道 
じこのもと 

渡れるね 

鳶菱農流急嚇I 

交通安全教室 ⑩ 

〔歩行者・自転車向け〕 

トよ＜見たね 車こないね 

〔子供向け〕 

トぼ＜がさき あせる心は 

〔運転者向け〕 

トゆとりこそ 無事故につながる 道しるべ 

、 ' , 

社
会

福
祉
に
と

5
万
円
 
ー
株
五
松

苑
ー
 

と
同
さ
か
え
会

（
渋
谷省
吾
理
 

事
長
・
さ
か
え
保
育
園
）
で
は
 

二
月
二
十
七
日
、
渋
谷
と
く
さ
 

く
 
か

え
保
育
園
長
 

鷺
難
一
 

眼
観

訪
れ
、
社
会
福
 

議
議
巽
 

糾
儲

一
万
一
千
九
百

師
族

七
十
五
円
を
寄

森
さ

付
、
森
田
市
長
 

こ
の
日
は
、
桜
庭
直
幸
営
業

部
長
が
市
役
所
を
訪
れ
、
森
田

市
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
森
田
市
長
は
「
 

お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
福
祉

基
金
は
当
初
目
標
額
の
倍
額
四

千
万
円
を
突
破
し
ま
し
た
。
心

か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
」
と
お

礼
を
述
べ
ま
し
た
。
 

ま
た
同
社
で
は
、
こ
れ
ま
で

に
交
通
安
全
協
会
に
六
回
寄
付

さ
れ
て
お
り
、
関
係
者
か
ら
大

変
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

に
手
渡
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
前
日
市
民
文
化
会

館
で
開
い
た
三
園
合
同
の
 
「第

三
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
音
楽
発
表

会
」
で
の
入
場
者
か
ら
の
募
金

と
三
園
の
園
児
達
が
園
の
募
金

箱
に
寄
せ
た
お
金
を
寄
付
し
た

も
の
で
、
今
回
で
三
回
目
と
な

り
ま
す
。
 

こ
の
寄
付
に
対
し
森
田
市
長

は
「
ご
好
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
社
会
福
祉
の
た
め
に

役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
 

と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。
 

⑤平成元年（1989年）3 月15日 広報こ’しょがわら 	 （第683号） 

社
会
福
祉
法
人

・
松
島
中
央

厚
生
会

（
渋
谷守
夫
理
事
長
・

津
軽
野
保
育
園
、長
橋
保
育
園
）
 

 

社
会
福
祉
に
 

  

と
1
1万
ー
千
円
余
 

津
軽
野

・長
橋

・さ
か
え
保
育
園
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広報こ！しょがわら 	 （第683号）⑥ 

地価評価等に関する 
無料相談会と地価の公示 
毎年 4 月は 「地価公小普及月間」 です。 

この行事の一環として専門家による地価評価

等に関する無●斗相談会が開催されますので、地

価に関して知りたいこと、悩みごとのある方は、 

お気軽に足を運んでみてはいかがですか。 

③無撃は目談会 

ン実施日時・場所 4 月 7 日 （金） 

青森市文化会館 3 階小会議室（午前10時～正

午、午後 1時～ 3 時） 

弘前市役所 2 階大会議室（午後 1時～ 4 時） 

実施主体 （社）日本不動産鑑定協会青森部会 

O地価公示・地価調査による地価の公表 

国・県では、各地域てい標準的な使われ方をし

ている土地を選んで、その標準地・基準地の適

正な土地価格（正常価格）を公表して、土地を

売買する際などの目安としていただいています。 

×
  

地
 
示

価標
 
公
地
 

準
  

地 価i 調 はミ 
（基準地） 

調 査機関 国 土 庁 青 森 県 

対象市町村 8 市 9 町才寸 全市田］一村 

価才各 c乃公示 
“面格時点） 

4
1
 

月
月
 

1
1
 

日
日
  

〈
、
、
 
 ?

  

1
07
  

月
月
 

1
1
 

日
日
 

③ 「正常価格」 は市役所で自目引こ閲覧できます 

「正常価格」 とは、売リ手にも買い手にも片

寄らない j雪常成立すると認められる価格です。 

詳しい内容については、市役所（企画室）で’ 

自由にご覧になれますので、 おたずねください。 

保育所入所申請（4月入所） 
受 付 中 

'I 

すので、お子さノくーを 4 月から保育所に入所させ

たい方は、 3 月25日までに市福祉事務所児童係 

（廿⑩2111番内線 2 4 3 番）へおいでください。 

く持参するもの〉 

⑥健康保険証（同居家族全貝の） 

@）印鑑 

⑥昭和63年分の源泉徴収票又は確定申告書控 

〈お願い〉 

@）申請手続の際、お子さんを保育所に入所さ

せなければならない事情等について詳しく

お聞きしますので、申請手続には、やt」,を

えない場合を除いて、お子さんの保護者（ 

なるべく母親）の方がおいでください。 な

お、お子さんをお連れになる必、要はありま

せん。 

⑥申請手続においでになる際は、前もって必

ず電話をしてくノごさい。 

国保被保険者証の 
更新をお忘れなく 

国ム引建月割呆住た被保険者雫止及ひ、退職ネ皮イ呆険者言」］二

は 3 月31日で有溌力期限がきれますので、 日程表

にもとづいて更新します。 

更新の際は現在使用している被保険者証を必、 

ず持参してください。 

なお、被保険証紛失の場合は印鑑をご持参く

ださい。 

（地区別更新場戸斤及び日程） 

対 象 地 区 」I日 曜
  

時 	間 更新場所 

松 3・25 土
  

午前 9 時～ 
正 	午 

市役所 
2 階ロビー 

中 3・27 日
り
 

午前 9 時 
正 	午 

市役所 
2 階ロビー 

栄 	地 	区 
（みどり町含） 3'27 日

。
  

午後 1時～ 
午後 4 時 

市役所 
2 階ロビー 

毘 沙 門 地 区 3・27 日
H
  

午前 9 時～ 
正 	午 毘沙門支所 

三 	好 	地 	区 3・27 日
『
 
 

午後 1時～ 
午後 4 時 三好支所 

梅 	沢 地 区 3・27 日
”
  

午前 9 時～ 
正 	午 梅沢支所 

七 	和 	地 	区 3・27 日
H
 
 

午後 1時～ 
午後 4 時 七和支所 

飯 	詰 	地 	区 3・28 火
  

午前 9 時～ 
正 	午 飯詰支所 

長 	橋 地 	区 3・28 火
  

午後 1時 
午後 4 時 長橋支所 

栄
元
柳
下
鳥

一
川

田
蓮
新
不
鎌
八
岩

町
沼
町
住
町
菊
町

町
町
町
枝
森
谷
町
 

魚
谷
重
木
 

リ
 
ッ
端
  

3・28 火
  

午前 9 時～ 
午後 4 時 

市役所 
2 階ロビー 

本 	町、東 	町 
火 	町、布屋町 
弥生町、旭 	町 
雛 	田、敷島町 
L平井町、中平井町
下平井町、幾世森 

3・29 水
  

午
 

9後
 
時

4
 

一
時
 

前
午
 

市役所 
2 階ロビー 

原
島
宮
 
島

寺
錦
末
芭
新
湊
橋

町
町
町
曲
町
僑
葉

町
町
町
蕉
宮
地
元

柏
幾
新
小
松
長
若
 

広
 

団
  

3・30 木
  

午
 

9後
 
時

4
 

一
時
 

前
午
 

市役所 
2 階ロビー 

期問中に更新できな 

かった人 

（支所地区を除く） 

3・31 金
  

午前 9 時～ 
午後 4 時 

市役所 
2 階ロビー 

※期間中に更新できなかった人（各支所地区分） 

は 4 月28日まで各支所で行います。 

5 月 1 日以降は市保険年金課で更新します。 

'I 



お忘れになつて 
いませんか？ 

昭和63年:3 月:& 1 日以IiiF乃 

III い定額貯金等の非課税の 

中込み期限は 3 月31目までです 

※詳しし、二 とは、 I'所川 I京刑耳史 jIIj出金科！

四 :;い 32oF 番 J j、ど -I そ」 
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銃剣道教室受講生募集 

ン対象 ノ」、学生（ 1、2 、3 年生）10名（男女） 

中学生（ 1年生） 	5 名（男子） 

高校生（ 1年生） 	5 名（男子） 

ン受講期間 4 月～10月までの毎週水・土曜日 

午後 4 時～ 7 時まで、 

ン場所 市民体育館（サブ体育館） 

レ受講料 1,000円（保険料他） 

※詳しし、ことは、高橋さん（”⑨2642番）、工藤 

さ／くー (廿⑩2484番）へどうぞ。 

少林寺拳法入門者募集 
ー五所川原市少林寺拳法協会一 

＞対象 ノ」、学生から大人まで’ 

＞期日 4 月から週 2 回（火・土曜日） 

ン日寺間 午後 7 時～ 8 時30分・（一般は 9 時まーで） 

＞場所 市民体育館（サブ体育館） 

※申し込みや詳しいことは、岩山さん（廿⑩04 

65番）、栗田さスノ（廿要り3260番）、棟方さスノ（か 

@) 3866番）へどうぞ。 

第3回青年の買響響熱署声卿喜 

フェスティノくル 
第 1回・第 2 回県青年の船に参加した若者達

がエネルギーを結集し、 『出会い・触れ合い・

分かち合い』 をテーマにフェスティバルを開き

ます。 

ン日時 3 月21日 （火）午後1時～ 6 日寺

ン場所 市中央公民館 

＞内容 講演、 ピアノ弾き語り、手話劇、手品、 

ノぐン ド演奏、 ゲ”ームほか 

※詳しいことは、木村智明さん（勤労青少年ホ 

ーム廿⑨3602番）へお問い合わせくノごさい。 

主催 県青年の船の会西北五フ与コックフェステ 

ィバル実行委貝会 

「国の進学口ーン」ご案内 
―国民金融公庫一 

レ対象 今春、高校・短大・大学ニへ進学される 

お子様をお持ちの家庭。 

レ融資額  1進学者あたり 100万円以内 

レ返済期間 5 年以内 

ン利率 年5.7% 

※詳しいことは、国民金融公庫弓I、前支店相談係 

(か0172⑩63o3番）または商工会議所中小企 

業相談所（”⑩8201番）へどうぞ。 

「新緑の平泉めぐり」 

参加者募集 
青森県歴史の道整巾制足進協議会では、新緑の

平泉めぐりを行ないます。 

みなさんの参加をお待ちしております。 

レ日時 4 月 9 日 （日） 6:30-19:30 

＞コース 五所川原中三育lI～鶴田町役場～厳美

渓～達谷窟～毛越寺～レストノ、ウス（昼食） 

～中尊寺本堂～金色堂～讃衡蔵宝物～月見坂 

～板柳町～鶴田町～中三前 

レ集合場所・時間 中三前 午前 6 時30分

レ会費 7,500円（昼食、カ”イ ド料、見学料） 

レ申し込み先 青森市大字松森字佃 青森県歴

史の道整備促進協議会事務局（胃01774D1064 

番） 

＞申し込み締切 3 月31日 （金） 

ン申し込み受ィ寸日寺間 午前 8 時30分～午後 4 時

まてな（日曜 lIを除く 

＠ボイラー実技講習会 

レ日時 3 月28日～30日 （ 3 日間） 

午前 9 時～午後 5 時まで・ 

ン会場 西北労働基準協会 

レ受講料 13,500円（テギス、ト代含・む、） 

＠二級ポイラー技土免言午試験準備講習会 

ン日時 7 月上句か中旬開催予定 

（予約申し込みを受:111ナます） 

）会場 西北労働基準協会 

ン受講料 14,500円（テキスト代含てr) 

〇定員 各100人 

〇締切日 3 月24日 （定貝になり次第締切り） 

※詳しいことやお申し込みは、（社）西北労働基 

準協会（市内新宮町84一 5 廿電B>6336番）へど 

うぞ。 

二級ボイラー技士免許試験に ， 
伴う講習会のお知らせ 
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献血にご協力をノ 

」り」 	日 時 	 吊］ 場 	「 i. 

4 月 6 日 

【木1 

午前10時から 
正午まで 高野 

文化センター前 午
 
後
 

1午
 
時

後
 
か

4
 

ら
時
 

山
よ
 

で
 

午前10時から 
午前11時45分まで 

原子コミュニテイ 
センター前 

午後 1時から 
午後 4 時まで 

七和農協前 

乳幼児の健康診査 
ン場所 市保健センター 

レ受ィ寸日寺間 12:45-13:00まて二’ 

ン持参するもの 母子健康手帳、バスタオル。 

3 歳児は尿検査も行いますので、当日小ビン

に尿を入れてもってきてくノごさい。 

※注意 （ユ)6 カ月児健康相談の際に、神経芽細

胞腫（小児がん）の検査セッ トを配付しますが、 

当日つごうで来れない場合は、母子健康手帳を

もって衛生課窓口にセッ トをもらいにきてくプご

さい。（ただし生後 6 カ月、 7 カ月児に限る）。 

②病気療養中（特に伝染性の病気）のお子さん

はご遠慮くノごさい。 

お問い合わせは、市衛生課（”電ら)2111番内線 

268・2 7 2 番）へどうぞ。 

I」 	令 対 象 児 期 日 内 容 

3 カ 月 児 S63年12月生 4 月11日（刃 健康診査 

6 カ 月 児 S63年 9 月生 4 月18日（刃 健康相談 

1 	歳 児 S63年 3 月生 4 月24日（月） 健康相談 

1歳6力月児 S62年10月生 4 月25日（幻 健康診査 

3 	歳 	児言 S 60年12月生 4 月20日困 健康診査 

4月の保健センター相談日 
4 月 7 ・14・21・28日です。（毎週金曜日） 

レ時間 午前10時～午後 3 時 

ン内容 保健婦が血圧測定、尿検査を含めた健

康相談に応じますので、赤ちゃんからお年寄

りまで、お気軽にご利用ください。 

小児マヒ（ポlJオ）予防 
生ワクチン投与 

実施
時期 投 与対象者 回 数 備 	 考 

4
 

'
.
1
 

 

昭和63年 1 月 1日か‘ J 
昭和63年 1月31日まで
に生まれた方 

2 回目 63年 5Hに 1回目の
投与を受けた方 

昭和63年 2 月1日から
昭和63年12月31日まで
に生まれた方 

1回目 

り 

月 

昭和63年 2 月1日から
昭和63年12月31日まで
に生まれた方 

2 回目 

平成元年1月 1日から
平成元年1月31日まて“ 
に生まれた方 

1回目 
この対象者は、来年 4 
月に 2 回目の投与を受 
けることになります。 

ンごり主意 

上記以外の乳幼児で、生後 3 か月から48か月 

までに受けたことのない乳幼児も対象となり 

ます。たIごし、実施時期に生後48カ・月を経過 

した乳幼児は除きます。 

ン料金 無料ー 

ンお願い 

L母子健康手帳を」必ず持参してくノごさい。 

2，当日の朝必ず体温を計ってきてください。 

3．お子さんの体質を良く知っている方がお連 

れく ノごさい。 

ン受付時間 午後1時から 1時30分までです。 

市内の医療機関では、受けられませんのでこ 

の機会に」必ず受けるようにしてください。 

ン土也区別日干呈 

地 区 別 実施場所 1回目 2 回目 

五 
ヒ 

小 
和 

学 区
地 区 

4 月 4 日（幻 5 月10日困 

南 
梅 

小 
沢 

学 区
地 区 4 月 5 日困 5 月11日（村 

栄
長
 
地
地
 
区

区
 

橋
  

4 月 6 日困 5 月17日困 

み
毘
 
ど

り
 
？
地
 
町
区
 

保健センタ 

4 月 7 日圏 5 月19日団 

中一
松
 
川
好

島
 
地

地
団
 
区
区
地
 

 

4 月12日困 5 月24日困 

松 
飯 

島 
詰 

地 区
地 区 4 月13日困 5 月25日困 
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